
- 2015 （平成27)． 第 157号

育
英
会
だ
よ
り
ん

一一一気一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

年 10月 1日

発行所

長団法要漁船海難遺児育英会

干 1010047東京都千代田区
内相，，日11丁目 2帯 1り

ダコタハウス 5階
電話 03(3518) 6121 
FAX 03 (3518) 6122 

E-mail:miz山ro.ikuei@eos.ocn.ne.jp

水色の羽根募金運動

本
会
普
及
指
導
事
業
の

1
つ
で
あ
る

奨
学
生
・
保
護
者
交
流
活
動

「
2
0
1

5
ふ
れ
あ
い
旅
行
」
が、

7
月
白
日
か

ら
2
泊
3
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
活
動
は
、

①
体
験
活
動
を
通
じ

て
子
供
た
ち
が
「
友
情
の
輪
を
広
げ
」
、

か
つ
「
生
き
る
力
」
を
学
ぶ
場
を
提
供

す
る
こ
と
、
②
保
護
者
間
の
交
流
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
、

①
親
子
で
貴
重
な

時
間
と
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
家
族
の
紳
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、

2
0
1
0
年
度
よ
り
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

5
回
目
と
な
る
今
年
度

は
、
全
国
か
ら
募
集
し
た
奨
学
生
（
小

3
1中
3
）
と
そ
の
保
護
者
計
四
人
を

無
料
で
招
待
し
、
静
岡
県
掛
川
市
に
あ

る
「
ヤ
マ
ハ
リ
ゾ
ー
ト
つ
ま
恋
」
を
訪

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

全
国
協
議
会
（

J
F
全
漁
連
）
か
ら
若

林
漁
政
部
部
長
、
木
山
岡
部
部
長
代
理
、

J
F
共
水
連
か
ら
内
田
課
長
を
お
招
き

し
、
集
合
場
所
と
な
っ
た
コ

l
プ
ピ
ル

に
て
結
図
式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

J
F
全
漁
連
等
職
員
の
皆
さ
ん
に
見
送

ら
れ
現
地
へ
出
発
し
た

一
行
は
、
結
図

式
で
の
宣
誓
通
り
、

3
日
間
、
仲
間
た

ち
と
楽
し
い
夏
の
思
い
出
作
り
に
励
み

ま
し
た
。

よだム一
A英育( 1) 

？
」
の
旅
行
の
企
画

・
運
営
に
あ
た
っ

て
く
だ
さ
っ
た
ワ
ン
パ
ク
大
学
の
皆
さ

ん
は
じ
め
、
グ
ッ
ズ
や
ア
イ
ス
を
ご
提

供
い
た
だ
い
た
各
関
係
団
体
の
皆
さ

ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
加
者
数
｝

日
人

〔
奨
学
生
日
人
／
保
護
者
8
人〕

｛
ス
タ
ッ
フ
数
｝

7
人
〔
ワ
ン
パ
ク
大
学

3
人
／
全
励
協

（
J
F
全
漁
連
）
職
員

1
人
／
本
会
職

員
3
人〕

｛
宿
泊
先
｝

ヤ
マ
ハ
リ
ゾ
ー
ト
つ
ま
恋

｛
協
賛
団
体
】

－
J
F
全
国
女
性
連

・J
F
全
国
漁
青
連

．J
F
共
水
連

（
一
財
）
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会

※
順
不
同
・
敬
称
略

ム
ス
員
パ

一
川
者
フ
’

f
ム
M

気

加

ツ
ろ
リ

出

参

タ

そ

チ

4・司

結図式にて挨 砂

拶をする鈴木

本会専務理事

とご来賓の皆

さま。

〈関
連
記
事

2
面
〉

2
0
1
5年
度

第

2
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

7
月
お
日
、

「
2
0
1
5
年
度
第
2
回

奨
学
生
選
考
委
員
会
』
が
東
京
・
千
代

田
区
の
本
会
事
務
所
に
て
書
面
決
議
に

よ
り
開
催
さ
れ
、
「
第

2
回
奨
学
生
出

願
者
（

7
月
日
日
締
切
）
の
選
考
」
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

学
資
給
与
奨
学
生
と
し
て
幼
児

1
人、

ま
た
、
奨
学
金
貸
与
奨
学
生
と
し
て
大

学
生
等
l
人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た

9
月

日
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、

別
表

「都

道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で
す
。

第
川
回
マ
リ
ン
カ
ッ
プ

海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ

7
月
お
日
、

「第
叩
回
マ
リ
ン
カ
ッ

プ
海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
」
が、

今
年
も
三
重
県
「
津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

N
P
O法
人
「
朝
光
ク
ラ
ブ
」
（
代
表
・

朝
香
誠
彦
理
事
長
）
が
主
催
す
る
こ
の

大
会
は
、
海
の
事
故
で
父
兄
を
亡
く
し

た
子
供
た
ち
を
応
援
し
よ
う
と
、
毎
年

「
海
の
日
」
を
記
念
し
行
わ
れ
て
い
ま

す
。当

日
は
、
大
会
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た

T
C
C
（
津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）
メ

ン
バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

1
7
6
人
も

の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
プ
レ

1
に
参
加
し
、

朝
早
く
か
ら
自
慢
の
腕
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
ま
た
、
会
場
に
は
地
元
の
片
田

小
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
の
子
供

た
ち
叩
人
が
招
待
さ
れ
、
鳥
羽
水
族
館
・

古
田
正
美
館
長
の
ト

l
ク
シ
ョ
ー
や
津

軽
三
昧
線
ユ
ニ
ッ
ト
「

K
U
N
－

－

K

E
N
」
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
ス
ナ
ッ

グ
ゴ
ル
フ
体
験
や
射
的
な
ど
盛
り
だ
く

第
包
囲

全
水
商
連
全
国
福
井
大
会

7
月
四
日
、
福
井
市
文
化
会
館
（
福

井
県
）
に
お
い
て
、
全
国
各
地
の
水
産

物
小
売
商
関
係
者
約

4
0
0
人
が

一
同

に
会
し
、
全
国
水
産
物
商
業
協
同
組
合

連
合
会
（
以
下
、
全
水
商
連
）
主
催
に

よ
る

『第
臼
回
全
水
商
連
全
国
福
井
大

会
』
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
主
催
者
側
の
ご
厚
意
の
も

と
、
今
年
も
会
場
入
口
に
て
本
会
募
金

活
動
が
実
施
さ
れ
、
地
元
の
県
立
福
井

農
林
高
等
学
校

J
R
C
（
J
a
p
a
n

c
r
o
s
s
）
部
の
皆
さ

R
e
d
 

さ
ん
の
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。
お
昼

に
は
、

三
重
県
漁
協
女
性
部
連
合
会
の

皆
さ
ん
手
作
り
の
美
味
し
い
郷
土
漁
師

料
理
も
振
る
舞
わ
れ
、
日
回
目
の
筋
目

に
相
応
し
い
華
や
か
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

コ
ン
ペ
終
了
後
の
表
彰
式
で
寄
附
金

の
目
録
を
受
け
取
っ
た
鈴
木
基
之
本
会

専
務
理
事
は
、
「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨

h
F
表
彰
式
に
て
、
朝
香
理
事
長
（
右
）
と
鈴
木

専
務
理
事
。

（
写
真
提
供

津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

ん
（
顧
問

1
名
、
生
徒

4
名
）
を
は
じ
め
、

福
井
県
魚
商
協
同
組
合
連
合
会
、
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
福
井
県
協
議
会
の

か
た
が
た
と
と
も
に
、
来
場
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
対
し
「
水
色
の
羽
根
募
金
」
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
募
金
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、
本
会
理
事
長
に
代
わ
り
、
高

楠
治

J
F
福
井
漁
連
代
表
理
事
会
長
か

ら
永
井
良
和
全
水
商
連
会
長
と
高
橋
則

幸
広
島
魚
商
協
同
組
合
青
年
部
部
長
へ

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆

さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

に
添
い
、
海
難
遺
児
の
育
英
事
業
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
、
朝
香
誠
彦
理
事
長
に
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。

大
会
に
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。J

F沖
縄
漁
連

第
包
囲
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ゴ
ル
フ
大
会

9
月
日
日
、
恩
納
村
の
「
沖
縄
国
際

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
に
て
、

J
F
沖
縄
漁

連
主
催
に
よ
る

『第
幻
回
漁
船
海
難
遺

児
育
英
資
金
造
成
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ゴ
ル

フ
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
海
難
等
の
事
故
に
よ
り

犠
牲
と
な
っ
た
漁
業
者
の
子
弟
が
将
来

社
会
に
役
立
つ
人
材
に
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
い
、
本
会
育
英
事
業
を
支

援
す
る
全
国
的
な
資
金
造
成
活
動
の

一

環
と
し
て
、
沖
縄
県
漁
協
参
事
会
を
中

心
に
、
県
下

J
F
グ
ル
ー
プ
な
ら
び
に

水
産
諸
団
体
ご
協
力
の
も
と
毎
年
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、
約

2
8
5
人
も
の
か
た
が

....左から永井会長、高橋部長、高橋
.6. I= 
2コrJ,a:。

た
が
参
加
さ
れ
、
朝
早
く
か
ら
夕
方
近

く
ま
で
思
い
思
い
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。
プ
レ

l
後
に
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
上
原
亀

一
同
漁
連
代
表
理
事
会

長
よ
り
寄
附
金
を
受
け
取
っ
た
鈴
木
基

之
本
会
専
務
理
事
は
、
こ
れ
ま
で
の
長

き
に
亙
る
ご
支
援
に
深
く
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨
に
添

い
、
海
難
遺
児
の
修
学
助
成
事
業
に
全

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

大
会
関
係
者
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

砂
木上
専原
務会
。長

左

と
堅
し、

握
手
を
ヲ苛
ムι
わ
す
鈴

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne .j p/ikuei kai 育英会ホームページ
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去年より本格的で難しかつだな。

（中 1・女）

‘9:30 アーチェリ一大会
昨年に引き続き、今年も開催 ！l人6本×6セジ
トの合計点を競い合いました。

的
ノ

送見おてつ振を

発

時

出

ι己々
比由のレビプコ

17: 30 ホテル到着～夕食砂
みんなが楽しみにしていた豪華なディナー。

食後はビンコや子供チームと大人チームに分

かれてゲームをしました。

13: 00 クラフト教室砂
家族ごとに分かれて「あやつり人形Jを作り

ました。

芯火～消灯砂20: 30 

16:00 パターゴルフ大会砂
アーチェリ 一同様、子供もハンデなしのガチンコ勝

負 1各自 9ホーノレ回りました。

大好きなペン

ギンもいて、

とてもかわい

かったよ。

（小4・男）

ふれあいタイム企 20:00 

~ 8月2日（3日目）｜

8: 45 掛川市鳥園男学砂
烏たちと直接ふれあえるテーマパークで

す。餌やりをしたり 、自分の腕や肩にの

せる こともできます ！

21 : 00 

－、
内内． ． ， 

＊
最
初
は
参
加
す
る
の
に
勇
気
が
い
り

ま
し
た
。
知
ら
な
い
人
た
ち
と
仲
良
く

な
れ
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、

一
回
参

加
し
て
み
る
と
、
と
て
も
楽
し
く
毎
年

行
き
た
く
な
り
ま
す
。
皆
と
て
も
優
し

く、

違
う
学
年
の
子
や
男
女
か
か
わ

ら
す
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

旅
行
が
終
わ
っ
て
も
、
手
紙
交
換
を
ず

っ
と
し
て
い
る
友
達
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も、

勇
気
を
出
し
て
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

［
宮
城
・
中
3
・
女
・

4
回
目
］

＊
最
初
の
旅
行
の
と
き
、
僕
は
ま
だ
小

4
で
し
た
。
幼
い
僕
で
も
な
じ
め
る
よ

う
、
ワ
ン
バ
ク
大
学
や
育
英
会
の
か

た
が
た
が
試
行
錯
誤
し
、
い
ろ
い
ろ

な
楽
し
い
場
を
設
け
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
と
て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、
友
達
を
つ
く
る
乙
と
が
で

き
ま
し
た
。
旅
行
で
は
未
体
験
の
こ
と

ば
か
り
で
戸
惑
い
つ
つ
も
、

一
瞬

一
瞬

を
大
切
に
し
、
そ
の
場
所
の
特
色
や
良

さ
を
知
れ
た
こ
と
、

離
れ
て

ωて
も
同

じ
境
遇
で
あ
る
以
上
、
他
人
で
は
な

く
同
じ
理
解
者
で
あ
り
、
仲
間
で
あ

り
、
友
達
で
あ
る
こ
と
、
い
ろ
い
ろ

言
っ

て
も
、
ま
だ
ま
だ
人
生
長
い
か
ら

何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
と
い
う
こ

と
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
こ
の
ふ
れ
あ
い

旅
行
で
得
た
僕
の
大
切
な
考
え
、
思
い
、

思
い
出
で
す
。

［
長
崎
・
中
3
・
男
・

5
回
目
］

＊
初
め
て
旅
行
に
参
加
し
た
時
、
ホ
テ

ル
の
部
屋
が
お
母
さ
ん
と
別
々
で
恐
く

て
、
友
達
も
で
き
る
か
不
安
だ

っ
た
。

で
も
今
は
、

「
早
く
一
年
経
た
な
い
か

な
あ
」
と
待
ち
遠
し
く
な
っ
て

U
た
。

そ
れ
は
、
乙
の
旅
行
に
は
デ
メ
リ

ッ
ト

が
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
し
か
な
い
旅
行
だ

か
ら
だ
。
私
は
お
父
さ
ん
を
亡
く
し
、

お
母
さ
ん
を
笑
顔
に
し
た

U
と
思
っ

た
こ
と
が
何
回
も
あ
る
。
そ
ん
な
中
で

ふ
れ
あ
い
旅
行
に
出
会
え
て
、
本
当
に

良
か

っ
た
と
思
う
。

［
鹿
児
島
・
中
2
・
女
・

4
回
目
］

A
m
，H
 

＊
毎
年
、
帰
り
の
新
幹
線
の
中
で
は
、

娘
と

「す
ご
く
楽
し
か

っ
た
ね
」
な
ど

会
話
を
し
な
が
ら
帰
っ
て
来
ま
す
。
い

つ
見
て
も
、
子
供
の
笑
顔
は
鱈
し
い

も
の
で
す
。
い
ま
だ
仮
設
住
宅
暮
ら
し

で
不
便
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

［
宮
城
・

4
回
目
］

＊
突
然
、
母
親
の
代
理
で
伯
母
の
私
が

同
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
今
回
の
旅

行
。
何
を
す
る
の
か
も
よ
く
分
か
ら
ず
、

知
ら
な
い
人
た
ち
の
中
で

一
人
ポ
ツ
ン

と
す
る
の
か
な
と
不
安
な
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
ん
な

不
安
な
気
持
ち
は
一
時
間
も
た
た
な

い
う
ち
に
消
え
て
い
ま
し
た
。
「
な
ん

だ
か
楽
し
い
！
」
「来
て
良
か

っ
た
！
」

と、

あ
っ
と

U
う
聞
の
三
日
間
で
し

た
。
帰
り
の
パ
ス
の
中
で
、
甥
っ
子
が

「
す
ご
く
楽
し
い
か
ら
帰
り
た
く
な
い

な
あ
」
と
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
せ
っ
か

く
出
会
え
た
お
友
達
に
来
年
も
会
い
た

い
と
嬉
し
そ
う
に
話
す
の
を
聞
い
て
私

も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。［

大
阪
・

1
回
目
］

＊
こ
の
旅
行
は
、
我
が
家
で

一
年
に

一

度
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
す
。
飛

行
機
な
ん
て
・
：
こ
ん
な
機
会
が
な
い
と

乗
れ
な
い
し
、
近
場
の
旅
行
に
だ

っ
て

連
れ
て
行
け
て
な
い
状
況
・
：
。
な
ん
と

い
っ
て
も
鰭
し
い
の
は
・
：
旅
行
中
の

子
供
た
ち
の
世
話
は
ま
か
せ
っ
き
り

だ
と

U
う
こ
と
。
こ
れ
が
普
通
の
旅
行

で
あ
れ
ば
、
自
分
の
こ
と
と
子
供
た
ち

の
こ
と
で
二
倍
疲
れ
る
・
：
。
こ
こ
が
一

年
に
一
度
の
私
へ
の
ご
褒
美
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
毎
年
案
内
が
来
る
と
必

ず
申
し
込
み
を
す
る
の
で
す
が
、

「参
加

希
望
者
が
増
え
て
い
る
か
な
？
」「
新
し

い
参
加
者
の
方
と
友
達
に
な
っ
て
楽
し

め
る
か
な
：
・
」
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
悩
み
や
愚
痴
を
聞
い
て
も
ら
い
、

聞
い
た
り
し
て
、
「
大
変
な
の
は
自
分

だ
け
じ
ゃ
な

U
！
」
「
旅
行
が
終
わ
っ

野外教育事業所ワンパク大学とは…

1975年に伊豆七島・三宅島で発足した団体です。

現在は、東京都新宿区に拠点を置き、幼児から大人を

対象に、年聞を通した自然体験活動の企画運営を行っ

ている都市型の自然学校です。さまざまな活動の中で

「新しい発見・大きな感動」を体験することで、「生活

力 （生きていく力）」を身につけた感情豊かな「ひと」

を育てるとともに、自然環境を維持するための野外教

育をされています。

本会が主催する「ふれあい旅行jでは、旅の企画運

営のほか、参加者のご自宅から東京 （集合場所）まで

の交通手段の手配などもしてくださいます。また、旅

行中は基本的にワンパク大学のスタ ッフが、子供たち

と就寝をともにし、食

事や入浴などの面倒を

みてくださいますの

で、保護者の皆さんは、

安心してご自分たちの

時間をゆったり満喫し

ていただけます。

の羽根募金水色!! 手をの愛漁船海難遺児
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た
ら
ま
た
一
年
頑
張
れ
る
！
」
と
元

気
に
な
る
の
で
す
。
［
福
岡
・

3
回
目
］

＊
初
め
て
旅
行
に
参
加
し
た
時
は
、
緊

張
と
親
子
別
々
の
部
屋
と
い
う
こ
と
で

心
配
し
ま
し
た
が
、

子
供
は
ワ
ン
パ
ク

大
学
の
ス
タ
ッ
フ
の
か
た
が
た
が
お

世
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
安
心
し

ま
し
た
。
何
よ
り
も
こ
の
旅
行
に
参
加

し
た
こ
と
で
、
口
に
は
出
さ
な
く
て
も

親
子
共
に
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

［
長
崎
・

5
回
目
］

＊
こ
の
旅
行
の
こ
と
は
「
育
英
会
だ
よ

り
」
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
見
て
知
り

ま
し
た
。
初
め
は
東
京
近
辺
の
方
だ
け

の
参
加
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
封
書
で
届
い
た
案
内
に
よ
る

と、

対
象
年
齢
と
な
る
子
供
を
持
つ

家
庭
な
ら
誰
で
も
参
加
可
能
で
、
毎

年
違
う
場
所
で
親
子
の
思

U
出
作
り

が
で
き
、
飛
行
機
や
新
幹
線
の
往
復

の
旅
費
と
三
日
間
の
宿
泊
、
食
事
代

が
全
て
無
償
と

ωう
か
な
り
ラ
ッ
キ

ー
な
も
の
で
し
た
。
普
段
、
な
か
な

か
自
力
で
旅
行
に
連
れ
て
行
け
な
い
た

め
、
こ
の
最
高
な
企
画
は
本
当
に
あ
り

が
た
い
で
す
。
何
よ
り
、
子
供
が
こ
の

旅
行
を
通
じ
て
、
父
親
を
亡
く
し
た
閉

じ
痛
み
の
わ
か
る
者
同
士
、

「
自
分
だ

け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」
と
力
を
も
ら
え
る

の
で
す
。
親
も
そ
う
で
す
。
最
初
は
緊

張
で
皆
と
仲
良
く
で
き
る
の
か
不
安
で

し
た
が
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、

話
し
て

み
る
と
共
感
す
る
点
が
と
て
も
多
く
、

一
気
に
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
の
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
に

一

組
で
も
多
く
、
こ
の
旅
行
に
参
加
し
て

実
感
し
て
ほ
し
い
で
す
。

［
鹿
児
島
・

4
回
目
］

年 10月 1日よだム一品英育( 3) 

※

［
］

は
参
加
省
の
在
住
県
と
参
加
回
数
、
奨

学
生
の
み
学
年
と
性
別
も
ぷ
記
し
て
い
ま
す
。

追
記
指
紋
の
都
合
上
、

文
章
の

一
部
を
編
集
・

符
附
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ご

f
ぷ
く
だ
さ
い
。

と
寄
附
の
お
礼

2
0
1
5
年
6
月
か
ら
8
月
ま
で
に

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名

（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

励
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

〔

6
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子

マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美
。
宮
城

県
マ
鎌
内
浩

O
茨
城
県
マ
常
盤
和
己
マ

藤
本
歌
子

O
埼
玉
県
マ
古
関
和
則
マ
小

林
哲
朗
マ
志
村
隆
司
マ
田
口
昭
博
マ
漬

田
研

一
一
〉
松
本
安
裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀

久
則
マ
猪
苗
代
健

一
一〉
大
類
裕
久
マ
坂

口
は
つ
子
マ
平
田
淳

一
マ
宮
津
敏
彦
マ

若
林
満

O
東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
勝
野

輝
美
マ
蜘
洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺
冨
美

子
マ
木
部
茂
徳
マ
タ
l
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ

パ
ン
側
マ
高
田
明
生
マ
戸
田
満
弘
マ
長

屋
信
博
マ
虞
江
志
賀
子
マ
贋
重
和
夫
マ

本
川

一
善
マ
松
井
明
マ
渡
辺
千
鶴
子
。

神
奈
川
県
マ
大
森
敏
弘
マ
越
智
豊
子
マ

佐
藤
明
美
マ
中
村
芳
正
マ
正
木
勝
美
マ

大
和
陸
子

O
静
岡
県
マ
古
寺
建
二
O
大

阪
府
マ
角
丸
英
子

O
兵
庫
県
マ
武
田
佳

子
O
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子
。
長
崎
県

10月は全国漁船安全操業推進月間です！

［海鍵にこよる死書臼平明章の釣7割！幽…、ます 糊衝 の約咽
l孟見張り不十分によるものであり、人』‘的要因によるものが9割以上を占めています． I 

マ
寺
島
和
子

〔

7
月〕

O
北
海
道
マ
加
藤
茂
子
マ
本
間

雅
彦

O
宮
城
県
マ
鎌
内
浩
マ
畠
山
和
子

。
茨
城
県
マ
常
盤
和
己
マ
藤
本
歌
子
。

埼
玉
県
マ
古
関
和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
田

口
昭
博
マ
演
田
研

一一〉
松
本
安
裕

O
千

葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ
猪
苗
代
健

一
マ
大

類
裕
久
マ
坂
口
は
つ
子
マ
平
田
淳

一
マ

福
田
昌
佳
マ
宮
津
敏
彦
マ
若
林
満

O
東

京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川
謙
二
マ
勝
野

輝
美
マ
附
洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺
冨
美

子
マ
木
部
茂
徳
マ
タ
l
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ

パ
ン
掛
マ
高
田
明
生
マ
戸
田
満
弘
マ
長

屋
信
博
マ
根
本
京
子
マ
贋
重
和
夫
マ
本

川

一
善
マ
松
井
明
マ
水
田
正
和
マ
向
井

昌
子
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川
県
マ
大

森
敏
弘
マ
越
智
豊
子
マ
佐
藤
明
美
マ
正

木
勝
美

O
静
岡
県
マ
古
寺
建
二
O
大
阪

府
マ
角
丸
英
子

O
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝

子
O
大
分
県
マ
山
口
英
文

〔

8
月
〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子

マ
北

海
道
信
漁
連
職
員
会
マ
本
間
雅
彦

O
宮

城
県
マ
鎌
内
浩
マ
畠
山
和
子

O
茨
城
県

マ
常
盤
和
己
マ
藤
本
歌
子

O
埼
玉
県
マ

古
関
和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
田
口
昭
博
マ

漬
田
研

一一〉
松
本
安
裕

O
千
葉
県
マ
伊

賀
久
則
マ
猪
苗
代
健

一
一
〉
大
類
裕
久
マ

坂
口
は
つ
子
マ
宮
津
敏
彦
マ
若
林
満
。

法令官 一
［ライ万ャ…加者の死亡抑制者時明2倍高〈なり討。 ！ 
万が一海中転落の際‘自分の命を守るためライフジャケットを必ず着用しましょう’ j 

「鮒の無人献のうち、海中儲によるものが約7劃を占め．その半散を噌以上の ｜
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本
会
の
年
間
行
事
の
ひ
と
つ
に

「
奨
学
生
・
保
護
者
交
流
活
動
（
名

称
一
ふ
れ
あ
い
旅
行
こ
が
ご
ざ
い

ま
す
。
初
年
度
は

2
0
1
0
年
。
こ

の
未
知
の
事
業
担
当
者
に
な
ん
と
私

が
ご
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
入
会
日
年

目
に
し
て
奨
学
生
の
皆
さ
ん
と
関
わ

る
業
務
は
お
初
で
、
前
例
が
無
い
行

事
で
す
の
で
何
か
ら
手
を
付
け
て
い

い
の
や
ら
全
く
わ
か
ら
ず
、
不
安
と

緊
張
が
い
っ
ぱ
い
で
開
催
日
を
迎
え

た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と

5
回
全
て
担
当

し
て
お
り
ま
す
が
私
の
旅
行
同
行
実

東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川
謙
二
マ
勝

野
輝
美
マ
蜘
洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺
富

美
子
マ
木
部
茂
徳
マ
須
藤
徳
之
マ
タ
ー

ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
附
マ
高
田
明
生
マ

戸
田
満
弘
マ
長
屋
信
博
マ
根
本
京
子
マ

春
田
孝
二
郎

・
朝
子
マ
贋
重
和
夫
マ
本

川

一
善
マ
松
井
明
マ
水
田
正
和
マ
向
井

昌
子
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川
県
マ
大

森
敏
弘
マ
越
智
豊
子
マ
佐
藤
明
美
マ
正

木
勝
美

O
静
岡
県
マ
古
寺
建
二
O
山
口

県
マ
熊
谷
佐
枝
子

水
色
の
羽
根
募
金

ー
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
励
協
こ
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔

6
月〕

O
北
海
道

マ
平
成
幻
年
度
全

績
は
：
・
初
年
度
妊
娠
中
。
2
回
目
（
育

児
に
よ
る
）
時
短
勤
務
中
。
3
回
目

前
年
同
様
時
短
勤
務
中
。
4
回
目
に

し
て
や
っ
と
参
加
。
5
回
目
留
守
番

・：
。
と、

－
回
し
か
同
行
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
現
場
の
状
況

が
つ
か
め
ず
次
年
度
の
改
善
点
も
何

も
浮
か
び
ま
せ
ん
。
担
当
し
て
い
ま

し
た
が
ど
こ
か
さ
み
し
い
気
持
ち
で

し
た
。

唯
皆
さ
ん
の
声
が
聴
け
る
私
の

チ
ャ
ン
ス
は
出
発
前
に
行
う
「
結
図

式
」
で
す
。
そ
の
「
結
図
式
」
で
今

年
、
神
が
舞
い
降
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
よ
り
「
な
ん
で
今
年

は
同
行
し
な
い
の
？
」
と
尋
ね
て
も

ら
っ
た
こ
と
に
ジ
l
ン
。
同
行
し
な

い
の
に
手
土
産
を
い
た
だ
き
ジ

l

ン
。
今
ま
で
目
を
そ
ら
さ
れ
て
い
た

N
ち
ゃ
ん
に
目
が
合
っ
て
ニ
ヤ
ッ
と

さ
れ
た
こ
と
に
ジ
l
ン
。
初
参
加
の

道
組
合
長
会
議
出
席
者
及
び
関
係
者
。

青
森
県
マ
常
夜
灯
み
な
と
祭
り
実
行
委

員
会

O
静
岡
県
マ
用
宗
漁
港
ま
つ
り
実

行
委
員
会

O
三
重
県
マ
み
え
ぎ
よ
れ
ん

会

O
兵
庫
県
マ
J

F
東
二
見
。
山
口
県

マ
山
口
県
漁
協
女
性
部
連
合
会
マ
山
口

県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
マ

J

F
山
口

下
関
南
風
泊
支
店
マ
地
励
協

O
大
分
県

マ
第
出
回
大
分
県
水
産
関
係
親
睦
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ

マ
薬
師
寺
水
産
嗣

〔

7
月
〕

O
北
海
道
マ
日
高
地
区
漁
協

職
員
協
議
会
｜
第
臼
回
日
高
地
区
漁
協

職
員
大
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
売
上
金

O
千
葉
県
マ
千
葉
県
旋
網
漁

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
伊
東
衛

｜
叙
勲
受
章
に
際
し

マ
新
勝
浦
市
漁
協

女
性
部
マ
勝
浦
漁
協
女
性
部

O
石
川
県

マ
J

F
共
水
連
北
陸
事
業
本
部
役
職
員

御

一
同
マ
J

F
い
し
か
わ
本
所

O
福
井

時
は
小
さ
い
子
供
達
だ
っ
た
の
に
会

う
た
び
成
長
し
て
い
き
、
そ
し
て
今

回
が
最
終
参
加
と
な
っ
て
し
ま
う
ご

家
族
が
い
る
こ
と
に
寂
し
く
て
ジ
｜

ン
。
皆
さ
ん
と
絡
み
は
少
な
か
っ
た

で
す
が
、
今
回
た
く
さ
ん
ジ

l
ン
を

い
た
だ
き
、
「
5
年
間
担
当
し
て
よ

か
っ
た
。」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
後
、
参
加
家
族
を
増

や
す
の
は
第

一
の
目
標
で
す
が
、
今

回
で
卒
業
と
な
っ
た
ご
家
族
と
、
い

つ
か
ま
た
会
う
機
会
を
つ
く
り
た
い

な
ぁ
と
強
く
願
う
担
当
者
で
ご
ざ
い

ま
す
。

来
年
も
参
加
ご
家
族
を
募
り
ま

す
。
未
知
の
世
界
は
不
安
・
緊
張
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
家
族
の
会
話
と

笑
顔
と
ジ
l
ン
が
増
え
る
こ
と
間
違

い
な
し
で
す
よ
。

（k
）

県
マ
全
国
水
産
物
商
業
協
同
組
合
連
合

会
第
位
回
全
国
（
福
岡
）
大
会
募
金

O

愛
媛
県
マ
地
励
協

O
福
岡
県
マ
J

F
福

岡
信
漁
連

O
佐
賀
県
玄
海
マ
J

F
佐
賀

げ
ん
か
い
高
串
支
所

O
長
崎
県
マ
J

F

阿
須
湾
マ

J
F
伊
奈
マ
J
F
宇
久
小
値

賀
マ
J
F
舘
浦
マ
J
F
九
十
九
島
マ
J

F
国
見
マ
J
F
志
々
伎
マ
J
F
上
五
島

町
マ
J
F
上
対
馬
南
マ
J
F
新
松
浦
マ

J
F
瑞
穂
マ
J
F
瀬
川
マ
J
F
生
月
マ

J
F
西
彼
町
マ
J
F
西
有
家
町
マ
J
F

石
田
町
マ
J
F
川
棚
マ
J
F
多
良
見
町

マ
J

F
大
瀬
戸
町
マ
長
崎
県
漁
連
職
員

O
B
な
ぎ
さ
会
マ
J
F
長
崎
市
福
田
マ

長
崎
大
学
鴻
洋
祭
実
行
委
員
会
マ

J

F

島
原
半
島
南
部
マ
J
F
美
津
島
町
マ
本

川
貴
広
｜
香
典
返
し

マ
J

F
有
家
町
。

鹿
児
島
県
マ
J
F
牛
根

〔

8
月
〕

O
北
海
道
マ
J

F
上
磯
郡
｜ ，、，、~《M《園

の羽根募金水色!! 手をの愛漁船海難遺児に
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し
り
う
ち
大
漁
ま
つ
り

O
青
森
県
マ
J

F
む
つ
市
マ
J

F
横
浜
町
マ
J

F
外
ケ

浜
マ
J

F
六
ケ
所
村

O
茨
城
県
マ
J

F

共
水
連
関
東
東
海
事
業
本
部
茨
城
支
店

マ
J

F
は
さ
き
マ
J

F
磯
崎
マ
J

F
茨

城
沿
海
地
区
漁
連
マ
茨
城
県
漁
業
信
用

基
金
協
会
マ
茨
城
県
漁
港
協
会
マ
茨
城

県
漁
船
保
険
組
合
マ
茨
城
県
旋
網
漁
協

マ
茨
城
県
無
線
漁
協
マ
J

F
久
慈
町
マ

J

F
久
慈
浜
丸
小
マ
J

F
鹿
島
灘
マ
J

F
川
尻
マ
全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合
茨

城
県
事
務
所
マ
J
F
大
洗
町
マ
J

F
大

津
マ
J

F
那
珂
湊
マ
J
F
平
潟
マ
地
励

協

O
東
京
都
マ
J

F
伊
豆
大
島
マ
J

F

御
蔵
島
村
マ
J

F
小
笠
原
島
マ
J

F
小

笠
原
母
島

O
静
岡
県
マ
初
島
漁
協
婦
人

部

O
福
井
県
マ
J

F
福
井
漁
連
小
浜
支

所

O
三
重
県
マ
N
P
O
朝
光
ク
ラ
ブ

O

長
崎
県
マ
J

F
勝
本
町
マ
J

F
生
月
マ

J

F
西
彼
南
部
伊
王
島
支
所
マ
J

F
有

川
町

2
、
一
般
寄
附

〔

6
月〕

O
青
森
県
マ
水
産
八
戸
新
年

祝
賀
会
実
行
委
員
会

O
埼
玉
県
マ
小
野

沢
通

O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都

マ
J

F
全
国
漁
青
連
l
第
幻
回
全
国
青

年
漁
業
者
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
研
究
集

会
募
金
マ
国
立
大
学
法
人
東
京
海
洋
大

学
マ
若
井
克
友
マ
石
崎
信
義
マ
東
京
岩

水
会
マ
浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会

募
金

O
富
山
県
マ
J

F
く
ろ
べ
｜
自
販

機
売
上
分
｜
鮒
ワ
ン
ハ

ー
ト
経
由
。
山

梨
県
マ
佐
藤

一
江

O
岐
車
県
マ
柴
田
昭

二
O
兵
庫
県
マ
久
保
建
彦
｜
香
典
返
し

の

一
部

O
奈
良
県
マ
辻
元
正
夫

O
鳥
取

県
マ
浜
野
茂
夫

O
香
川
県
マ
片
山
貴
士

。
高
知
県
マ
山
本
光
博

O
佐
賀
県
マ
坂

井
新

一
郎

O
長
崎
県
マ
平
戸
カ
ヤ
ッ
ク

ス
O
そ
の
他
マ
ウ
エ
ノ
シ
ユ
ウ
イ
チ
マ

モ
リ
ネ
シ
ユ
ウ
イ
チ

〔

7
月〕

O
北
海
道
マ
釧
路
ア
ポ
ロ
石

油
側
マ
波
間
漁
業
蜘
マ
米
倉
水
産
鮒
マ

北
海
道
漁
業
調
整
事
務
所
マ
倒
弐
本
滝

年 10月 1日よだム一品英育( 4) 

漁
業

O
青
森
県
マ
開
洋
漁
業
側
マ
蜘
弘

前
丸
魚

O
岩
手
県
マ
三
陸
沿
岸
芸
能
振

興
会
｜
海
の
日
カ
ラ
オ
ケ
大
会
募
金
。

秋
田
県
マ
秋
田
県
庁
農
林
水
産
部
水
産

漁
港
課

O
茨
城
県
マ
蜘
石
田
丸
漁
業
。

栃
木
県
マ
宇
都
宮
水
産
物
小
売
商
業
協

同
組
合
｜
全
水
商
連
第
臼
回
全
国
（
福

井
）
大
会
に
て

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

。
千
葉
県
マ
極
東
オ
イ
ル
蜘
マ
J

F
千

葉
漁
連
木
更
津
あ
さ
り
事
業
所
／
J

F

富
津
｜
自
販
機
売
上
分
｜
コ
カ
・
コ
ー

ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
鮒
（
利
根
）
木

更
津
支
店
経
由
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都

マ

（
一
社
）
全
国
い
か
釣
り
漁
業
協
会

マ
蜘
中
央
漁
業
公
社
マ

（
公
財
）
日
本

釣
振
興
会
マ

（
公
社
）
日
本
水
産
資
源

保
護
協
会
マ
全
国
漁
業
共
済
組
合
連
合

会
マ
全
国
漁
港
・
漁
村
振
興
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
マ
J

F
共
水
連
マ
全
国
水

産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
全
国
水

産
物
卸
組
合
連
合
会
マ
東
京
北
魚
掛
マ

東
検
産
業
側
マ
農
林
中
金
ア
カ
デ
ミ
ー

マ
偏
丸
幸
水
産
マ

（
一
財
）
日
本
鯨
類

研
究
所
。
神
奈
川
県
マ
久
保
田
化
工
機

附
マ
三
浦
市
観
光
協
会
食
の
神
祭
実
行

委
員
会

O
新
潟
県
マ
山
津
水
産
蜘
マ
新

潟
漁
業
調
整
事
務
所

O
富
山
県
マ
J

F

く
ろ
べ
｜
自
販
機
売
上
分
｜
蜘
ワ
ン

ハ
l
ト
経
由
。
静
岡
県
マ
フ
ジ
物
産
側

マ
沼
津
魚
市
場
船
マ
上
柳
昭
治
マ
日
光

水
産
附

O
愛
知
県
マ
大
東
魚
類
掛

O
大

阪
府
マ
側
う
お
い
ち
大
阪
マ
植
田
哲
二

O
鳥
取
県
マ
共
和
水
産
蜘
マ
浜
野
茂
夫

。
島
根
県
マ
島
根
県
庁
農
林
水
産
部
水

産
課

O
岡
山
県
マ
岡
山
県
庁
農
林
水
産

部
水
産
課
（
水
交
会
）

O
広
島
県
マ
広

島
魚
商
協
同
組
合
青
年
部
l
全
水
商
連

第
位
回
全
国
（
福
井
）
大
会
に
て
／
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
募
金

O
徳
島
県
マ
徳
島
県

庁
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課

O
愛
媛
県

マ
扇
屋
食
品
蜘

O
福
岡
県
マ
附
伊
藤
商

店
マ
全
日
本
海
員
組
合
九
州
関
門
地
方

支
部
マ
福
岡
水
産
物
商
業
協
同
組
合
｜

全
水
商
連
第
臼
回
全
国
（
福
井
）
大
会

に
て

O
佐
賀
県
マ
蜘
唐
津
魚
市
場
。
長

崎
県
マ
昭
徳
水
産
蜘
マ
平
戸
魚
市
蜘
マ

嗣
五
島
市
福
江
魚
市

O
熊
本
県
マ
熊
本

県
庁
林
務
水
産
部
水
産
振
興
課

O
大
分

県
マ
鮒
佐
伯
魚
市
場
マ
大
分
魚
市
側
マ

大
分
水
産
鮒

O
そ
の
他
マ
ク
ジ
ヒ
ロ
ノ

フ
〔

8
月〕

O
北
海
道

マ
J

F
い
ぶ
り
中

央
白
老
支
所
｜
白
老
町
役
場
共
催
チ
ャ

リ
テ
ィ

l
イ
ベ
ン
ト

O
青
森
県
マ
青
森

海
上
保
安
部

O
宮
城
県
マ
宮
城
県
秋
万

魚
漁
携
通
信
協
会
｜
全
日
海
東
北
地
方

支
部
経
由
。
山
形
県
マ
酒
田
海
上
保
安

部
O
茨
城
県
マ
茨
城
県
庁
農
林
水
産
部

。
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千
葉
県
マ
全

国
漁
業
協
同
組
合
学
校
マ
柏
魚
市
場
側

マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ

（
一
財
）
海

苔
増
殖
振
興
会
マ

（
一
社
）
水
産
土
木

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

マ
漁
船
保
険
中
央

会
マ
石
崎
信
義
マ
潮
待
茶
屋
企
業
組
合

徳
会
マ
東
京
築
地
中
央
市
場
福
祉
報
徳

会
マ
買
荷
保
管
企
業
組
合
マ

N
P
O
水

産
業

・
漁
村
活
性
化
推
進
機
構
マ
日
本

小
型
船
舶
検
査
機
構

O
神
奈
川
県
マ
神

奈
川
県
庁
環
境
農
政
部
水
産
課

O
新
潟

県
マ

（
公
財
）
海
洋
生
物
環
境
研
究
実

証
試
験
場
有
志
御

一
同
マ
盛
勝
水
産
側

。
富
山
県
マ
J

F
く
ろ
べ
｜
自
販
機
売

上
分
｜
鮒
ワ
ン
ハ

l
卜
経
由
。
山
梨
県

マ
山
梨
中
央
水
産
駒
O
京
都
府
マ
京
都

府
庁
農
林
水
産
部
水
産
課
マ
大
京
魚
類

冊
。
大
阪
府
マ
蜘
う
お
い
ち
大
阪
マ
高

階
救
命
器
具
蜘
社
員
御

一
向
。
兵
庫
県

マ

（
一
財
）
日
本
船
員
厚
生
協
会
神
戸

大
倉
山
海
員
会
館
（
エ
ス
カ
ル
神
戸
）

マ
阪
神
低
温
側
代
表
取
締
役
社
長
蓮
沼

俊

一
O
和
歌
山
県
マ
和
歌
山
県
庁
農
林

水
産
部
水
産
局

O
鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫

。
山
口
県
マ
浦
部
久
幸

O
香
川
県
マ
香

川
県
農
政
水
産
部
水
産
課

O
福
岡
県
マ

（
一
財
）
日
本
船
員
厚
生
協
会
戸
畑
海

員
会
館
（
エ
ス
カ
ル
戸
畑
）
マ
九
州
漁

業
調
整
事
務
所
マ
全
日
本
海
員
組
合
九

州
関
門
地
方
支
部

O
長
崎
県
マ
の
ぞ
み

漁
業
側
マ
全
日
本
海
員
組
合
長
崎
支
部

。
大
分
県
マ
大
分
県
庁
農
林
水
産
部
。

鹿
児
島
県
マ
枕
崎
水
産
加
工
業
協
同
組

合
代
表
理
事
組
合
長
西
村
協

※
寄
附
金
は
、
全
て
公
益
目
的
事
業
で
あ
る

漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成
事

業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

配
中
唱
団

前
号
、

2
0
1
5
年
7
月
1
日
付
発

行
「
育
英
会
だ
よ
り
」
第
1
5
6
号
に

お
き
ま
し
て
、
掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
以
下
の
と
お
り
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ま
な
ら
び
に
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

－3頁
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
集

数

(2015年9/ll5R現｛Elli！位入）

生
員主S巴

弓ー奨別県府道者日

「
心
の
中
の
ア
ル
バ
ム
」
よ
り
「
や

さ
し
い
お
父
さ
ん
」
作
者
の
在
住
地

（
誤
）
宮
城
県

（
正
）
宮
崎
県

A
V
3

頁

1
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文

集

1
原
稿
募
集
期
間
延
長
の
お
知
ら

せ
文
章
内

（
誤
）
文
集
の
刊
行
が
希
望
し
い
状
況

（
正
）
文
集
の
刊
行
が
厳
し
い
状
況

－4
頁
表
一
都
道
府
県
別
奨
学
生
数

の
学
資
給
与
奨
学
生
合
計
欄

（
誤
）
高
校
生
等
悦
人
、
学
資
給
与
奨

学
生
小
計
2
3
9
人

（
正
）
高
校
生
等
乃
人
、
学
資
給
与
奨

学
生
小
計
2
1
6
人

Fぜ＇＼，，－、

コ

編

集

後

記

V
本
紙
に
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
と
お

り
、
日
月
は

『全
国
漁
船
操
業
安
全
月

間
』
で
す
。
2
0
0
8
年
度
よ
り
、
全

て
の

1
人
乗
り
小
型
漁
船
で
は
救
命
胴

衣
の
着
用
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
全
体
的
に
は
未
だ
着
用
率
は
低
く
、

昨
年
に
お
い
て
は
海
中
転
落
者
2
8
3

人
の
う
ち
着
用
者
は

1
3
8
人
と
、
全

体
の

5
割
に
満
た
な
い
結
果
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
救
命
胴
衣
は
自
分
で
自
分

の
命
を
守
る
た
め
の
唯

一
の
手
段
で

す
。
た
っ
た
1
枚
羽
織
る
こ
と
で
生
存

率
は
非
着
用
時
の

2
倍
に
高
ま
り
ま

す
！
こ
れ
以
上
、
悲
し
い
思
い
を
す
る

子
供
達
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
漁

業
者
の
皆
さ
ま
に
は
常
に
着
用
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
安
全
な
操
業
を
心

掛
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（M
）

事給与奨学生には特別支般学生を古む

本貸与奨学’主には入学一時金のみの奨学生を合む．

＊休学中の奨学生は人数に古まない

*2015年度第2凶保問自は内政である

羽根募金の水色!! 手をの愛I目，－
Jし W』漁船海難遺

給与奨学生 費与聖学生 2015年度那2凶保mt.
市道府県名 合計 合計

幼児 小学生 q，学生 同校生等 ,j、Jt k学生~ 幼児 小学生 •t〆n 向校生押 大学生等

北海 道 5 12 6 15 38 8 46 

w 象 2 3 5 5 

4り，／ 子 10 6 II 27 28 

宮 域 6 5 II 23 24 

執 I]] 

山 形

嗣 島 2 9 II 5 27 28 I 

茨 城

千 1陸 2 2 2 3 9 4 13 

JI( i( 3 3 

神 奈 川 2 2 5 6 

新 2 2 

沼 tlt 

イ1 /II 2 3 3 

自F l瑚

量 知l

制 Jt-

頂

京 Ill, 1 I 

k 阪

兵 l轟 2 4 6 6 

相歌山 I 1 2 2 

J¥ 取 1 

白 桜

岡 tlJ 1 2 2 

広 ぬ I 

Lit 「I 3 3 2 5 

徳 島 1 

fr /II I 2 2 

愛 媛 2 2 3 7 3 10 

問 担l I I 2 3 

同 問 I I 

間関有印l海 I I 1 3 3 

佐賀玄海 I 3 I 5 5 

佐賀 有 IJJ海

E主 崎 5 6 2 13 13 

k 分 I 1 2 

熊 本 I 4 2 I 8 8 

日 崎 I 2 2 5 6 

鹿児島 2 4 2 自 自

N• 制 I I 4 6 6 

合 ,lt 13 60 65 79 217 29 246 I 2 




